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貸借対照表
平成26年3月31日

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）



貸借対照表
平成26年3月31日

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

（負債の部）

Ⅰ固定負債

資産見返負債

資産見返補助金等

長期借入金

移行前地方債償還債務

引当金

退職給付引当金

長期リース債務

固定負債合計

Ⅱ流動負債
一年以内返済予定長期借入金

一年以内返済予定移行前地方債償還債務

未払金

預り金

未払費用

仮受金

引当金

賞与引当金

短期リース債務

流動負債合計

負債合計

（純資産の部）

Ⅰ資本金

設立団体出資金

資本金合計

Ⅲ資本剰余金

資本剰余金

損益外減損損失累計額

資本剰余金合計

Ⅲ利益剰余金

前中期目標期間繰越積立金

施設設備目的積立金

当期未処分利益

（うち当期総利益）

利益剰余金合計

純資産合計

負債純資産合計

6，058，380

161，848，711

986，660，153

199，588，878

15，214，185

76，539，883

56，403，328

177，626，786

16，349，498

18，557，509

116，410

48，000，000

10，185，840

1，387，575，716

162，245，923

▲68，533，543

726，832，757

8，249，869

24，276，128

（24，276，128）

1，773，149，561

2，240，646，850

4，013，796，411

1，369，370，307

403，779，254

1，387，575，716

759，358，754



損益計算書
平成25年4月1日～平成26年3月31日

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　目 ��

営業収益 医業収益 入院診療収益 ���3#塗�3S嶋�3Csr�2，365，623，182 �(�3Csh�33�X�3s���(�3SSx�3�cH�3#C��

外来診療収益 涛ォ�33�(�3�C��

その他医業収益 塔H�3s�(�3SSr�

運営費負担金収益 鉄cH�3��(�3イ��83，876，782 

補助金等収益 �21，255，000 

資産見返補助金等戻入 営業収益合計 営業費用 医業費用 材料費 �5，560，816 

2，424，465，289 132，598，960 

給与費 ���3#���33#X�3Ss��

委託費 鉄��3c店�3c#B�

設備関係費 �3C��3S#��3SC��

研究研修費 ��X�3s���3c���

経費 一般管理費 給与費 ��c8�3�3��3�ヲ�

82，304，951 

委託費 �3x�3scx�3ssR�

設備関係費 塗�3s�(�3�3b�

研究研修費 田(�3CC��

経費 営業費用合計 営業損失 営業外収益 受取利息及び配当金 店�3sc��3鉄��

6，624，327 �#ch�33c��

▲80，748，469 138，644，260 

運営費負担金収益 その他の営業外収益 患者外給食収益 �108，037，012 30，340，888 

保育所施設運営助成金 �8�3�sh�3����

保育所利用収益 滴�3cS��3����

寄附金収益 �3���3����

その他雑収益 　営業外収益合計 ��X�3S��3cc��
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キャッシュ・フロー計算書
平成25年4月1日～平成26年3月31日

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー

材料の購入による支出

人件費支出

医業収入

運営費負担金収入

補助金等収入

その他

′J、計

利息の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出

定期預金の払出による収入

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出

移行前地方債償還債務の償還による支出

リース債務の返済による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ現金等の増加額

Ⅴ現金等の期首残高

Ⅵ現金等の期末残高

▲589，850，796

▲1，344，170，840

2，402，206，512

191，913，794

34，400，000

▲362，730，151

331，768，519

266，360

▲24，282，626

▲311，745，147

291，591，776

▲85，552，261

7，071，376

▲967，670

▲74，913，757

▲55，025，480

▲10，851，960

▲140，791，197

67，359，130

355，987，111

423，346，241



利益の処分に関する書類
（平成　26年　6月　30日）

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 仞�������ｧ｢�

Ⅰ当期未処分利益 �#H�3#sh�3�#��

当期総利益 �#H�3#sh�3�#��

Ⅱ　積立金振替額 都3X�3��(�3c#b�

前中期目標期間繰越積立金 都#h�3�3(�3sSr�

施設設備目的積立金 Ⅲ利益処分額 積立金 嶋�3#C��3ツ����9�ｩ�%Yd��(�hﾍﾙ�b�



行政サービス実施コスト計算書
平成25年4月1日～平成26年3月31日

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 仞���ｧ｢�

Ⅰ業務費用 （1）損益計算書上の費用 　診療業務費 �(�3C#H�3CcX�3#ヲ�2，592，488，995 ▲2，394，859，513 ��度�3c#��3C�"�

一般管理費 ��3(�3S嶋�3田��

営業外費用 �3��3cSH�3c�"�

臨時費用 （2）（控除）自己収入等 診療業務収入 �8�3ss��3�CB�

▲2，365，623，182 

営業外収入 ��3#x�3C3��3#C��

臨時収入 業務費用合計 ��3��3��X�3��2�

8，545，249 ��

（うち減価償却充当補助金相当額） Ⅱ機会費用 地方公共団体出資等の機会費用 Ⅲ行政サービス実施コスト 劍�店�3Sc��3��h�｢���3SCX�3#C��#�h�3�sH�3s3��



注記事項

Ⅰ重要な会計方針

1運営費負担金の計上基準

期間進行基準を採用しております。

2減価償却の会計処理方法

（1）有形固定資産

建物は定額法、それ以外は定率法を採用しております。

なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　　　　3～39年

構築物　　　　　　　　　3～30年

医療用器械備品　　　　　3～10年

その他器械備品　　　　　3～10年

車両　　　　　　　　　　　4～6年

（2）無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（5年）に基づき償却しております。

3　引当金の会計基準

（1）退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準

職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における自己都合による退職金要支給額に基づき計上しております。

（2）貸倒引当金の計上基準

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（3）賞与引当金の計上基準

職員に対して支給する賞与に備えるために、当該事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

4　たな卸資産の評価基準及び評価方法

医薬品・診療材料：最終仕入原価法に基づく低価法を採用しております。

5有価証券の評価基準及び評価方法

該当ありません。

6　行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上

佐世保市出資等の機会費用の計算に使用した利率については、10年利付国債の平成26年3月末における

利回りを参考に0．641％で計算しております。

7　消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。

Ⅱ　キャッシュ・フロー計算書関係
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1資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定

うち定期預金

（差引）資金期末残高

2重要な非資金取引

（1）ファイナンス・リースによる資産の取得

735，091，388円

311，745，147円

423．346．241円

1，039，500円

Ⅲ　退職給付関係

1採用している退職給付制度の概要

確定給付型の制度として、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用しております。

なお、退職給付債務の算定にあたり、簡便法（自己都合退職による期末妻支給額の100％を退職給付債務とする

方法）を採用しております。

2退職給付債務に関する事項

平成26年3月31日現在

退職給付債務

退職給付引当金

199，588，878円

199，588，878円

3退職給付費用に関する事項

（自）平成25年4月1日（至）平成26年3月31日

33，041，455円

33，041，455円

4退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しておりますので、基礎事項等については記載しておりません。

Ⅳ　オペレーティング・リース取引関係

該当ありません。



Ⅴ　金融商品に関する注記

1金融商品の状況に関する事項

当法人は、資金運用については短期的な預金並びに政府保証債等に限定し、設立国体からの長期借入

及び金融機関からの短期借入により資金を調達しております。

未収債権等に係る顧客の信用リスクは、毎月の滞留状況を考慮しリスク低減を図っております。

借入金等の使途は事業投資資金（長期）であり、設立団体の長により認可された資金計画に従って、資金

調達を行っております。

2金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

貸借対照表計上額（※） 倬陋����h�｢�差額（※） 

（1）現金及び預金 （2）未収金 医業未収金 都3X�3����33モ�3SH�3sCx�3�#��735，091，388 353，185，079 （237，518，958） ����3ツ��3c3h�｢�

貸倒引当金 （3）長期借入金 ��3��3Sc(�3sC��

353，185，079 （238，388，594） 

（4）移行前地方債償還債務 �����3�C8�3�c8�3C���｢�（1，154，453，675） �������33���3�滴�｢�

（5）リース債務 ���#X�3C���3�#X�｢�（25，462，512） ��田(�3Cベ�｢�

（6）未払金 ����sx�3c#h�3sド�｢�（177，626，786） 

（※）負債に計上されているものは、（）で示しております。

（注）金融商品の時価の算定方法

（1）現金及び預金、（2）未収金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳絆価額にほぼ等しいことから、当該帳停価額によっております。

ただし、未収金に関しては貸倒引当金控除後の金額を計上しております。

（3）長期借入金、（4）移行前地方債償還債務

これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引

いて算定する方法によっております。

（5）リース債務

リース債務の時価については、リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法によって

おります。

（6）未払金

未払金は短期間で決済されるため、時価は帳絆価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

Ⅵ　賃貸等不動産に関する注記

賃貸等不動産に関しては重要性がないため記載を省略しております。

Ⅶ重要な債務負担行為

当期に契約を締結し、翌期以降に支払いが発生する重要なものがないため記載を省略しております。

Ⅷ　重要な後発事象

該当ありません。
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財務諸表

（附属明細書）
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決算報告書



平成25年度

事業会計決算報告書

（自：平成25年　4月1日　　至：平成26年　3月31日）

【地方独立行政法人北松中央病院】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　分 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 冰ﾈ螽ｧｨ,����+x.��ﾘﾋ��備考 

収入 営業収益 �(�3C3(�3Sc��3����2，476，315，780 鼎8�3sSX�3s���入院診療単価の減少に伴い減少したことによ る。 

医業収益 �(�33#(�3��8�3����2，365，623，182 鼎8�3c#��3��"�

入院診療収益 ���33#��3C#H�3����1，296，598，477 ��3#8�3�#X�3S#2�

外来診療収益 涛#��33s��3����984，312，148 田8�3�38�3�C�� 

その他医業収益 塔��3#���3����84，712，557 �8�3S�(�3SSr�による。 とによる。 

運営費負担金収益 塔H�3S���3����83，876，782 ��3c3��3#���

補助金等収益 �#��3SC��3����21，255，000 都�h�3����

資産見返補助金等戻入 店�3S���3����5，560，816 田��3��b�

営業外収益 ��3H�3S�X�3����138，644，260 滴�3�#��3#c��

運営費負担金収益 �����3�3x�3����108，037，012 ��"�

医業外収益 亊ｳCs��3����30，607，248 滴�3�#��3#C��

臨時収益 ���3����1，805，083 ���3��H�3��2�による。 

計 �(�3Scx�3�sh�3����2，616，765，123 鼎��3c��3�#2�

支出 営業費用 �(�3S���3C#h�3����2，557，064，249 鼎x�3c3��3#C��診療材料費の執行額が予算額より減少したこ とによる。 

医業費用 �(�33sx�3都X�3����2，424，465，289 鼎h�3C���3#ヲ�

材料費 田���3都x�3����564，092，849 ��3Ch�3ャH�3�S��

給与費 ���3#�x�3#3X�3����1，281，325，578 田H�3����3Ss��丹与の執行額が予算額より増加したことによ る。 

委託費 鉄(�3�38�3����58，695，624 塗�3Sc(�3c#B�保守委託費、その他委託費の執行額が予算額 

設備関係費 �33��3#�X�3����341，521，548 ����33�h�3SC��ことによる。 光熱水費の執行額が予算額より増力ルたことに よる。 

研究研修費 ��h�3c���3����15，791，601 ��3����33湯�

経費 ��C��3��X�3����163，038，089 ��8�3##8�3�ヲ�

一般管理費 ��3��3CS��3����132，598，960 ���3�Cx�3田��賞与の執行額が予算額より増加したことによ る。 

営業外費用 �3��3CC8�3����31，654，602 ���3#���3c�"�患者外給食材料費の執行額が予算額より増加 

臨時費用 ���3��(�3����3，770，144 �(�3sc��3�CB� 

計 �(�3SC��3ピ��3����2，592，488，995 鉄��3c�x�3涛R�

当期純利益 �#h�3#�X�3����24，276，128 ��3��3�#��3ピ"� 



監査報告書



監　査　報　告　書

地方独立行政法人　北松中央病院

理事長　　東　山　康　仁　様

私たち監事は、地方独立行政法人法第13条第4項及び第34条第2項の規定に基づき、

地方独立行政法人北松中央病院の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの第9

期事業年度の業務及び会計について監査を行いました。その結果について、以下のとおり

報告いたします。

1．監事の監査の方法の概要

私たち監事は、四半期毎に理事会へ出席するほか、理事等から業務の報告を聴取し、重

要な文書を閲覧し、業務及び財産の状況を調査しました。また、期末時には財務諸表及び

決算報告書につき検討を加えました。

理事長及び副理事長と法人間の利益相反取引に関しては、上記の監査方法のほか、必要

に応じて理事長及び副理事長から報告を求め、その有無を調査いたしました。

2．監査の結果

（1）貸借対照表及び損益計算書は、法令等に従い、法人の財政状態及び運営状況を正

しく示しているものと認めます。

（2）キャッシュ・フロー計算書は、法令等に従い、各活動区分に従って法人のキャッ

シュ・フローの状況を正しく示しているものと認めます。

（3）利益の処理に関する書類（案）は、法令等に適合し、かつ、法人財産の状況その

他の事情に照らし指摘すべき事項は認められません。

（4）行政サービス実施コスト計算書は、法令等に従い、業務運営に係るコストの状況

を発生原因ごとに正しく示しているものと認めます。

（5）附属明細書は、記載すべき事項を正しく示しており、指摘すべき事項は認められ

ません。

（6）決算報告書は、法令等に従い、予算の区分に従って決算の状況を正しく示してい

るものと認めます。

（7）理事の業務遂行に関しては、不正の行為または法令等に違反する重大な事実は認

められません。

なお、理事長及び副理事長と法人間の利益相反取引は認められません。

平成26年6月19日

地方独立行政法人　北松中央病院

監　事　　中　嶋　　英　博　　⑳

監　事　　松　尾　　真　也　　㊥


